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1.実験の紹介 末同氏 (東天教養 )による実験を紹介する｡ ( 0.Su･eoka,

J.Phys:Soc,Japan.20 (1965)2212)

真空蒸着法により , ACとBeの grainが接 し合 って不規則に配列 した共

析晶 (丑utectoid-)膜を作 り,電子線の特性 エネルギー損失か らplasmon

の energTJを測 定 した｡ 蒸着下地温瞳や熱処理によ って ･grainの Size

を変え ,また ,Aeと Beの成分比も変えて実験を行な った o

Aeと Be単体の Plasmonの energy~値は -それぞれ 14.88V(Ae),

18.7e,V(-TBe)であ るC主な実験事実は次の通りである｡

Llli PlasITIOn放 出によるenergy損失のPOakは ,grain sizoによって

次の5っの場合に分れる｡

GrotlPA l個の Peakのみが戚刺される｡

Group B 2個の運eakが観測されるが ,peak値は単体の場合 に比べ

て Shiftしている｡

GrolilP C 単体のAeと3日の損失 peakの位置に ,2個の Peakが覇刺
され る｡

(2,I (1)にあげた (A)(a) (C)の移行は ,grain sizeに対してほほ連続
0

である｡ (A)と (B)の境界は ,Aeの grain siz8 50A,Beの
()

grain sige数 十A以下で (A)となる｡ (C)紘,grain sit.r'Oが数 百
()
A以 上の試料に相当する｡

(3) (A)の堰合 , p8ak値の成分比による変化 は ,膿,Jj平均的な誘電定数 ,

eノiw)- Uによってほぼ説明できる｡

(射 単体の Peakの巾は , 0.8eV (Ae),4.8eV (Bej)である.すべての場

合について , p̀eak巾はこの単体Beの peakの巾を越えない｡

2.A Speculation gr早in sizoに よ って peakが 1っ (融合型 ),

または2っ (自己主張塑 )になるのは ,次のように説明できるのではないか｡
C

主に励起される plaSmOnの波長は 500Aの程度で ,(A)と (B)を分

つ grain sもzeの数倍であるC;膜の中の分極継波を考え ,長波長近似を敬
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る｡ grainの中での分極を一様 と考 え ,Pnで表わせば',現象論的な運動方

程式

b'n--W三 ㌔ 十 島 tnm pm (1)

が侍 られるo nは -grai甲を摘発す る i三1舶 Ⅹであるo 伽n は ･Single

grainの PlaSma振動数で ･鍔rainにより異なる｡ この程 鷺△Q,三とす るo
tnmの項か ら ･分極波,D barla巾 聖が走る｡ T>△･3,孟ならば融合型 ,T<

△竜ならば自己主張塑 となる｡ tnmの大きさは , grain siL7eaによ-て
変 るo aは ,grainの中心閲の距塵の Ord-erで もあるか ら,aが小さくな

ると tnm恨 大きくなり ,自己主張塾 - 融合室針･･7)移行が起るo tnm が ◆pla-

sruonの分散を与え ることに注意すると , てn斑 - a-2 と考え られ るb 簡単て)
化 した InOd_elで ALL f3°系について計算すると ,移行の堪 る aの値は数 A

となり,実験よ りも小 さい. grain の SizD-,形状の rand.omなこと ,単

体の pユasmonにもある ,iampingを考えに入れれ ば ,この不一致は改善さ

れ るか も知れな い ｡
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